
【４月臨時会以降の市議会会派の動き】
・４月の臨時会に会派提案をしていた「新型コロナ
ウイルス等感染症対策基金」は５月臨時会にて
議員提案により創設。

・会派合同で市へ要望書の提出、市議会決議の提案
・政府が７月22日から開始したGoToトラベル事業
について、市議会として意見書を提出。

・市長から提案されたコロナ関連の補正予算につい
ては質疑および意見を付して賛成しています。

◯基金創設の提案・実施について（賛否は裏面）
私たちは市民の皆様からいただきましたお声から、さら
なる財源確保と皆様からの善意を受けることのできる仕
組みづくりとして、「新型コロナウイルス等感染症対策基
金」を創設する必要があると考え、吹田市積立基金条例
の一部改正を市民と歩む議員の会をはじめとする４会派
が提案者となり、賛成多数で可決されました。
皆様からの善意により集まりました基金は、「新型コロナ
ウイルス感染症により、大きな影響を受けている市民生
活、事業活動、また医療・福祉現場、学習活動の支援」等
の施策充実のために活用させていただきます。
◎寄付方法など詳しくは担当まで（危機管理室）

TEL：06-6170-2329（寄附専用ダイヤル）
Eメール：kifu-corona@city.suita.osaka.jp
↑↑お問い合わせください。
※ふるさと納税制度を活用できます。

◯会派合同での政策の要望（提案）内容
会派の特性や考えを超えて、一致点を見い出して市長
へ政策の要望書を提出しました。以下、内容概要です。
１）双方向での学習支援を充実させること
２）オンラインホームルームなど、オンライン上での教員と
児童、児童同士のコミュニケーションの場を設けること

３）あらゆる手段を使って児童の心身の状態を明確に
確認すること

４）学校まかせの判断ではなく教育委員会が具体例を
示すこと

５）コロナ収束後、新採教員のフォローアップをすること

◯市議会にて決議をした内容（全会派一致しました）
「市立小・中学校の教育環境に関する決議」
（主に臨時休業期間中の対応について）
１）郵送、電話、ウェブなど双方向の学習支援の充実
２）オンライン授業の実施に向けて格差の出ない整備を
３）児童、生徒の心身の状態の確認
４）学校長と密に連携しながら、教育委員会としての
具体例の提示を

５）コロナ収束後の新規採用教員の研修のフォローアップ

◯政府への意見書提出（賛否は裏面）
７月２０日に開かれた臨時会での「GoToトラベル事業の
内容」について、感染状況を踏まえた内容見直し等の必
要性について、五十川を筆頭者とし、３会派が提案し、
賛成多数で可決しました。

意見書概要は以下のとおりです。（抜粋）

この事業の目的には、「新型コロナウイルス感染症の流
行収束後には、日本国内における人の流れとまちの
にぎわいを創り出し、地域を再活性化するための
需要喚起が必要」と明記されているが、
今がその状況にないことは明らかである。
よって、本市議会は政府及び国会に対し、
Ｇｏ Ｔｏ トラベル事業の実施に当たっては、状況を慎重

に見極めながら、実施内容を再検討するよう強く求める。
（※国・府の事業等について、

市議会から意見をあげることができます。）

【新型コロナウイルス感染症対策等について〜市議会の動き〜】

吹田市議会会派
令和２年８月発行

皆様、いつも、会派・議員活動等にご理解
いただきありがとうございます。新型コロナ
ウイルス感染症に罹患された方々にお見舞い
申し上げます。
吹田市は、今年４月から保健所機能の権限

をもつ中核市になりました。
吹田市のホームページでも、「今よりも自

治権限を強化して市民の暮らしをしっかり支
えるそんなまちになるために。誰もが安心し

て健やかで、快適に。〜中略〜様々な行政課
題の解決に挑戦します。」と書かれています
が、現状、中核市としての権限や機能が十分
に発揮されているとは言い難い状態です。
感染予防を徹底して開かれた５・７月臨時

会の質問及び意見、決議等の報告と５月定例
会等の議会報告です。(詳しくは議事録・
SNS等にてご覧ください）これからも皆様
からの大切なお声をお寄せください。

この議会だよりは政務活動費（公費）で印刷しています

発行元 市民と歩む議員の会 連絡先
吹田市役所会派控室：〒564−8550 吹田市泉町1−3−40 TEL 6384−1390 FAX 6337−6858
いそがわ ゆか 事務所：〒565−0831 吹田市五月が丘東9−12−102
TEL：06-4864−2874 FAX：06-6878−1452 Eメール：510yuka.suita@gmail.com URL : https://isoyuka.net

【議員提案にて基金創設&市議会決議】

【政府への意見書提出】
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１．市会議案第６号：吹田市積立基金条例の一部改正について 賛成３１ 反対 ４ 可決
２．議案第６０号：吹田市花とみどりの情報センター条例の一部改正について 賛成２８ 反対 ７ 可決
３．市会議案第７号：新型コロナウイルス感染症対策の抜本的強化と地域経済や

国民生活を守る抜本的対策を求める意見書 賛成１６ 反対１９ 否決
４．市会議案第９号：GoToトラベル事業の実施見直しを求める意見書 賛成２１ 反対１３ 退席１ 可決

以下、SNS等の情報です。
Facebook :市民と歩む議員の会
五十川HPのQRコードはこちら→

●市から5/18臨時会にて提案されたもの
(１)小・中学生に一人一台のタブレット整備
(オンライン授業整備・GIGAスクール構想)

(２)授業・学習支援ソフトの活用のためのシステム構築
(３)保育所等への感染予防物品購入費の補助
(４)休業要請対象外の小規模事業者等へ応援金
(５)コロナ患者受け入れ市内の特定病院へ医療用物資等
の購入費の補助

(６)ポータルサイト等の開設など新規事業展開への支援
●市から5月定例会にて提案されたもの（抜粋）
(１)生活困窮者への住居確保給付金
(２)福祉施設等へのオンライン面会の整備費用の補助
(３）小・中学校への感染防止物品の配布
(４)保育所等への感染予防のための研修・物品費補助

(５）低所得のひとり親世帯に臨時特別給付金の支給
(６）介護・障害サービス事業所等へかかり増し経費の補助

●市から7/20臨時会にて提案されたもの
(１)希望する妊婦へのPCR検査費用の補助/支援体制の整備
(２)市立小・中学校に学習支援員の追加配置
(３)感染症対策・学習保障のための物品等購入

●注目の質問（NPO等の活動支援について）

五十川：本市独自の休業要請外の事業者支援事業にお
いてＮＰＯ法人等を対象外とした理由は、商工費枠で考

えたとのことでした。ＮＰＯや市民活動を支える担当の市
民部はこの間、支援策等については一切、実態調査や検
討もされていなかったといえます。それはなぜか。
市民部：ＮＰＯ法人等の実態調査は、その事業内容を詳
細に把握する必要はないと考えている。相談をお受けす
る中で、市独自の給付金を求める御意見はお聞きしてい
ないこと、また、国、府の支援制度もあることから、市独自
の経済的な支援制度の創設は予定しておりません。
↑そもそも調査さえされていませんでした。市の回
答を皆さまいかが思われますか。ぜひ、お声を！

●主な意見

［新型コロナウイルス感染症対策〜市長から提案された予算に対する市議会の動き〜］

吹田市議会９月定例会は９月９日から１０月５日までの予定です。
市政をチェックするためにもぜひ、傍聴をお願いします。
（感染拡大防止の為、本会議はインターネット視聴を優先して願
います。）

市長から提案された議案等（予算、条例、国や府への意見書）のうち、賛否の分かれた議案の一部です。
（意見書：※地方自治法第99条 普通地方公共団体の議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件につき意見

書を国会又は関係行政庁に提出することができる。）個人賛否は以下の表のとおりです。

賛成者 ◯ 反対者 × 退席者 退

【補正予算に伴う質疑・意見等】

◯５月定例会においては、感染症対策以外にも、江坂にある花とみどりの情報センターを来年度(R3年度)
から千里はなみどに一元化する条例が提案され可決しました。(跡地活用等は今後の議論となります)

①NPOへの支援、収入減の事業者に対する支援拡充の
必要性等（50%減の条件の厳しさを指摘）

②オンライン学習の実施のため、全家庭での通信環境
の整備を早期に予算提案すること

③WEB環境の整っていない家庭学習を補強する必要性
④中核市となり権限をもつ保健所の機能性より市の費
用負担の重さを指摘

⑤ひとり親支援の年金受給者へ支援拡充など対応不足
⑥妊産婦へのPCR検査の市独自支援の必要性について
⑦学校の実態把握と教員等への適切な負担軽減を
⑧国の補正予算の情報収集・整理および速やかかつ
適切な対応を求める（予備費の執行状況の報告）


